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＊組入銘柄数は、ファンドの市況動向、純資産残高等
の運用環境によって、委託会社の裁量により今後
変更される場合があります。

運用チームからのメッセージ
経済の先行きが不透明でも、必ず良い企業
は存在すると考えます。
創造的な新興企業、復活する古豪の企業、
いずれの中にも魅力的な企業はたくさん
あると考えます。

一見、無名の企業であっても隠れた技術力
や競争力を見出し、投資を通じてその成長
を手助けする。投資先企業が成長し世の中
に貢献することで得る恩恵を、投資家の
皆さまへお返しする。
これが、私たちが理想とする投資です。

『投資信託は運用の中身が良くわからな
い。』そんな声にお応えするため、これは
と思う企業だけを20銘柄程度＊厳選し、組
み入れる『厳選ジャパン』をご提案します。
当ファンドを通じて投資の醍醐味をあじ
わっていただけるよう精進いたします。

アセットマネジメントOne株式会社
厳選ジャパン運用チーム一同
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投資家の皆さまに運用状況を分かりやすく
ご報告します。
厳選投資している約20銘柄のなかから投資
銘柄の魅力や着眼点について具体的にご説明
します。

投資家の皆さまへ

社会課題の解決に貢献するような、成長が期待
できる企業に投資していきたいと考えます。
高い技術力やサービスを持ち、世間に役立つ
ような将来の成長企業を早い段階で見出す
ことを目指します。
業種や企業規模にこだわらず、将来の成長企業と
運用チームが判断した銘柄に“厳選投資”
します。

世の中に貢献する企業へ

当ファンドの運用は、国内中小型株式運用
で実績を有する運用チームが行います。
組入銘柄数が少ない厳選投資には、運用
チームの選定眼が必要となります。
中長期的に企業の成長を見守るという姿勢で
企業と対話を行
い、企業風土な
どの数値化でき
ない要素も分析
します。

投資先は厳選した企業へ

当ファンドの
運用チーム

投資 家の
　皆 さま

※上記は、当ファンドの運用チームが考える理想の投資に
ついてご理解いただくために、アセットマネジメントOneが
作成したイメージ図であり、将来における運用成果等を
示唆・保証するものではありません。

チームリーダー ファンドマネジャー

国内株式投資で定評ある
チームが運用
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株価が2倍以上に上昇した企業数 778社

10年前から上場している企業数 1,752社
10年間で株価が上昇した企業数 1,394社

※上記は過去の情報または運用実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。 ※個別銘柄の掲載は、これらの銘柄の推奨や当ファンドにおける継続保有を保証するものではありません。
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マクアケ
クラウドファンディングの 
プラットフォームを運営
新製品や新サービスのテスト販売
を行うインターネットサイト
「Makuake」を運営しています。
≪着眼点≫
販売側は、事前に購入希望と資金
を募ることができるため、在庫リ
スクや資金負担を限定して新しい
プロジェクトに挑戦することがで
きます。購買データのほか宣伝効
果も得られ、本格販売の戦略に役
立てることができます。今後も、
テストマーケティング需要を取り
込み、成長が期待されます。 ※期間：2019年12月10日（上場前営業日）～

2020年6月30日（日次）
出所：ブルームバーグのデータをもとに

アセットマネジメントOne作成

※期間：2010年6月30日～2020年6月30日（日次）
出所：ブルームバーグのデータをもとにアセットマネジメントOne作成

個 人 な ど 小 規 模 事 業 者 の イ ン
ターネットショップ運営を支援
簡単にインターネットショップサイ
トを構築できるサービスや、決済、
集客・販促などのサービスを提供し
ています。
≪着眼点≫
ソーシャル・ネットワーキング・
サービス（SNS）による個人の情報
発信力が高まったことや、ネット通
販の一般化などで、サービスの成長
が期待されます。

BASE

東証株価指数（TOPIX）が過去10年で85.3%上昇してきたなか、東証一部上場企業 の中には大きな成長を
遂げた銘柄群がいくつも存在します。10年前から上場している企業の約4割にあたる 778銘柄は株価が2倍以
上になりました。
今後高い利益成長が期待できる銘柄に厳選して投資します。

東証一部上場企業のパフォーマンス分布（過去10年）

（2020年6月 末時点）

【指数の著作権等】東証株価指数（TOPIX）は、株式会社東京証券取引所（㈱東京証券取引所）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に 関するすべての権利は、㈱東京証券取引所が有しています。
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運用プロセス
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株価が2倍以上に上昇した企業数 778社

10年前から上場している企業数 1,752社
10年間で株価が上昇した企業数 1,394社

組入上位10銘柄
銘柄 業種 組入比率

1 マクアケ 情報・通信業 6.4%

2 BASE 情報・通信業 6.1%

3 ジャパンエレベーターサービスホールディングス サービス業 5.7%

4 グレイステクノロジー サービス業 5.6%

5 EDULAB 情報・通信業 5.4%

6 チームスピリット 情報・通信業 5.4%

7 SBテクノロジー 情報・通信業 5.4%

8 メドピア サービス業 5.1%

9 チェンジ 情報・通信業 4.9%

10 エスプール サービス業 4.5%

組入銘柄数　26銘柄

※上記は過去の情報または運用実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。 ※個別銘柄の掲載は、これらの銘柄の推奨や当ファンドにおける継続保有を保証するものではありません。

※期間：2010年6月30日～2020年6月30日（日次）
出所：ブルームバーグのデータをもとにアセットマネジメントOne作成
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※期間：2019年10月24日（上場前営業日）～

2020年6月30日（日次）
出所：ブルームバーグのデータをもとに

アセットマネジメントOne作成
※業種は東証33業種分類によるものです。
※組入比率は純資産総額に対する割合です。

※2020年6月末時点のものであり、今後変更される可能性があります。
※資金動向・市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。

わが国の全上場銘柄

中小型ユニバース
大型株ユニバース
ファンドマネジャーの
独自調査銘柄

組入候補
銘柄群

ポートフォリオ（20銘柄程度）

■流動性、信用力、時価総額
等の観点から、投資候補銘
柄群をスクリーニング

STEP1

■業種配分等にとらわれず、
今後高い利益成長が期待
できると考えられる銘柄を
厳選し、組入比率を決定

STEP3

■徹底した企業分析、銘柄調
査に基づき、企業の成長力、
競争力、収益力、経営力、
株価等を分析し、ファンダ
メンタルズとバリュエー
ションの観点から、組入候
補銘柄群を選定

STEP2

東証株価指数（TOPIX）が過去10年で85.3%上昇してきたなか、東証一部上場企業 の中には大きな成長を
遂げた銘柄群がいくつも存在します。10年前から上場している企業の約4割にあたる 778銘柄は株価が2倍以
上になりました。
今後高い利益成長が期待できる銘柄に厳選して投資します。

東証一部上場企業のパフォーマンス分布（過去10年）

（2020年6月 末時点）

【指数の著作権等】東証株価指数（TOPIX）は、株式会社東京証券取引所（㈱東京証券取引所）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に 関するすべての権利は、㈱東京証券取引所が有しています。
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ファンドの特色

当ファンドは、値動きのある有価証券等に投資しますので、ファンドの基準価額は変動します。これらの
運用による損益はすべて投資者のみなさまに帰属します。したがって、投資者のみなさまの投資元本は
保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。
また、投資信託は預貯金と異なります。

ファンドの投資リスク

・収益分配は、計算期間中に発生した運用収益（経費控除後の配当等収益および売買益（評価益を含みます。））を超えて行われる
場合があります。したがって、分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。
・受益者の個別元本の状況によっては、分配金の全額または一部が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があります。
個別元本とは、追加型投資信託を保有する受益者毎の取得元本のことで、受益者毎に異なります。
・分配金は純資産総額から支払われます。このため、分配金支払い後の純資産総額は減少することとなり、基準価額が下落する
要因となります。計算期間中の運用収益以上に分配金の支払いを行う場合、当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落
することになります。

＜分配金に関する留意事項＞
※基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。

株価変動リスク

株式の価格は、国内外の政治・経済・社会情勢の変化、発行企業の業績・経営状況の変化、
市場の需給関係等の影響を受け変動します。株式市場や当ファンドが投資する企業の
株価が下落した場合には、その影響を受け、基準価額が下落する要因となります。
なお、当ファンドは組入銘柄を絞り込んだ運用を行うため、一銘柄当たりの組入比率が
高くなる場合があり、より多数の銘柄に分散投資した場合に比べて基準価額の変動が
大きくなる可能性があります。

信用リスク

有価証券等の価格は、その発行体に債務不履行等が発生または予想される場合には、
その影響を受け変動します。
当ファンドが投資する株式の発行者が経営不安・倒産に陥った場合、またこうした
状況に陥ると予想される場合、信用格付けが格下げされた場合等には、株式の価格が
下落したり、その価値がなくなることがあり、基準価額が下落する要因となります。

流動性リスク
有価証券等を売却または取得する際に市場規模や取引量、取引規制等により、その
取引価格が影響を受ける場合があります。一般に市場規模が小さい場合や取引量が
少ない場合には、市場実勢から期待できる価格どおりに取引できないことや、値動きが
大きくなることがあり、基準価額に影響をおよぼす要因となります。

基準価額の変動要因

主として、わが国の金融商品取引所に上場する株式（上場予定を含みます。）に投資を
行います。
・実質株式組入比率＊は、原則として高位を維持しますが、相場急変時等には一時的に引き下げる場合が
あります。
　＊実質株式組入比率とは、現物株式と株価指数先物取引を合計した組入比率をいいます。

1

※資金動向・市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。

今後高い利益成長が期待できる20銘柄程度＊に厳選し投資を行います。
＊組入銘柄数は、ファンドの市況動向、純資産残高等の運用環境によって、委託会社の裁量により今後変更される場合があり
ます。

2
銘柄選定にあたっては、優れた経営者の質・ビジョン、新しいビジネスモデルや付加価値の
高い商品等から企業価値の増大が期待できる企業に着目します。
・徹底した企業分析、銘柄調査に基づき、企業の成長力、競争力、収益力、経営力、株価等を分析し、
ファンダメンタルズとバリュエーションの観点から組入候補群を選定します。
・業種配分等にとらわれず、ファンドマネジャーの総合的判断によって組入銘柄数および各銘柄の組入
比率を決定します。

3
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委託会社その他関係法人の概要

照会先

◦委託会社	 アセットマネジメントOne株式会社
	 信託財産の運用指図等を行います。
◦受託会社	 みずほ信託銀行株式会社
	 信託財産の保管・管理業務等を行います。
◦販売会社 募集の取扱いおよび販売、投資信託説明書（目論見書）・運用報告書の交付、収益分配金の再投資、収益分配金、

一部解約金および償還金の支払いに関する事務等を行います。

・コールセンター	 0120-104-694　受付時間	：	営業日の午前9時～午後5時
・ホームページアドレス	 http://www.am-one.co.jp/

お申込みメモ（ご購入の際は、投資信託説明書（交付目論見書）をご確認ください。）
購入単位
販売会社が定める単位（当初元本1口＝1円）

お客さまにご負担いただく手数料等について
詳細については、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

購入時手数料
購入価額に3.3％（税抜3.0％）を上限として販売会社が定める
手数料率を乗じて得た額となります。
購入時手数料は、商品や投資環境の説明および情報提供等、な
らびに購入に関する事務手続き等にかかる費用の対価として、
販売会社に支払われます。
※くわしくは販売会社にお問い合わせください。

◦ご購入時

信託財産留保額
換金申込受付日の基準価額に0.3％の率を乗じて得た額と
します。

換金時手数料
ありません。

◦ご換金時

その他の費用・手数料
組入有価証券等の売買の際に発生する売買委託手数料、信託事
務の諸費用、外国での資産の保管等に要する費用、監査費用等
が信託財産から支払われます。
※		その他の費用・手数料については、定期的に見直されるもの
や売買条件等により異なるものがあるため、事前に料率、上
限額等を表示することができません。

※	上記手数料等の合計額等については、購入金額や保有期間等に
応じて異なりますので、表示することができません。
※		税法が改正された場合等には、税込手数料等が変更となること
があります。

運用管理費用（信託報酬）
ファンドの日々の純資産総額に対して年率1.694％（税抜
1.54％）

支払先 内訳（税抜） 主な役務

委託会社 年率0.75％ 信託財産の運用、目論見書等各種書類
の作成、基準価額の算出等の対価

販売会社 年率0.75％
購入後の情報提供、交付運用報告書等
各種書類の送付、口座内でのファンド
の管理等の対価

受託会社 年率0.04% 運用財産の保管・管理、委託会社から
の運用指図の実行等の対価

◦保有期間中（信託財産から間接的にご負担いただきます。）

換金単位
販売会社が定める単位

購入価額
購入申込受付日の基準価額（基準価額は1万口当たりで表示して
います。）

換金価額
換金申込受付日の基準価額から信託財産留保額を控除した価額

換金代金
原則として換金申込受付日から起算して5営業日目からお支払い
します。

換金制限
信託財産の資金管理を円滑に行うため、大口の換金請求に制限を設
ける場合があります。

繰上償還
受益権口数が10億口を下回ることとなった場合等には、償還する
ことがあります。

決算日
毎年3月および9月の各23日（休業日の場合には翌営業日）

収益分配
年2回の毎決算日に、収益分配方針に基づいて収益分配を行います。
※	お申込コースには、「分配金受取コース」と「分配金再投資コース」
があります。ただし、販売会社によっては、どちらか一方のみの取
扱いとなる場合があります。
　詳細は販売会社までお問い合わせください。

課税関係
当ファンドは課税上は株式投資信託として取り扱われます。
原則として、分配時の普通分配金ならびに換金時の値上がり益および
償還時の償還差益に対して課税されます。
※		公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度「NISA（ニーサ）」お
よび未成年者少額投資非課税制度「ジュニアNISA」の適用対象です。
※		税法が改正された場合等には、上記内容が変更となることがあります。

購入・換金申込受付の中止および取消し
金融商品取引所等における取引の停止、決済機能の停止、その他やむ
を得ない事情があるときは、購入・換金のお申込みの受付を中止する
ことおよびすでに受付けた購入・換金のお申込みの受付を取り消す
場合があります。

信託期間
無期限（2017年9月29日設定）

アセットマネジメントOne株式会社
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▪投資信託説明書（交付目論見書）のご請求・お申込みは ▪設定・運用は

商 号 等 ： アセットマネジメントOne株式会社
 金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第324号
加入協会 ： 一般社団法人投資信託協会
 一般社団法人日本投資顧問業協会

商 号 等 ： 池田泉州TT証券株式会社
 金融商品取引業者　近畿財務局長（金商）第370号
加入協会 ： 日本証券業協会

お申込みにあたっては、販売会社からお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）を必ずご覧ください。

118591-10A-2009

投資信託ご購入の注意
▪当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が作成した販売用資料です。
▪お申込みに際しては、販売会社からお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断
ください。
▪当ファンドは、株式等の値動きのある有価証券に投資をしますので、市場環境、組入有価証券の発行者に係る信用状況等
の変化により基準価額は変動します。このため、投資者のみなさまの投資元本は保証されているものではなく、基準価額
の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。ファンドの運用による損益はすべて投資者のみなさま
に帰属します。また、投資信託は預貯金とは異なります。
▪当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が信頼できると判断したデータにより作成しておりますが、その内容の
完全性、正確性について、同社が保証するものではありません。また掲載データは過去の実績であり、将来の運用成果を保証
するものではありません。
▪当資料における内容は作成時点のものであり、今後予告なく変更される場合があります。
▪投資信託は
（1）預金等や保険契約ではありません。また、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。
 加えて、証券会社を通して購入していない場合には投資者保護基金の対象にもなりません。
（2）購入金額については元本保証および利回り保証のいずれもありません。
（3）投資した資産の価値が減少して購入金額を下回る場合がありますが、これによる損失は購入者が負担することとなりま

す。


